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研究者が読む「推理小説の中の考古学」
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「
発
掘
を
し
て
い
る
う
ち
に
何
か
み
つ
か

る
と
、
そ
の
ま
わ
り
を
広
く
整
理
を
し
て
、

く
ず
れ
た
土
は
す
っ
か
り
と
り
の
ぞ
き
、
そ

の
物
体
に
別
の
物
が
つ
い
て
い
た
ら
、
ナ
イ

フ
で
き
れ
い
に
削
り
落
と
し
、
最
後
に
そ
の

物
体
だ
け
ぽ
つ
ん
と
と
り
残
さ
れ
る
よ
う
に

す
る
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
外
部
の
無
関

係
な
も
の
に
邪
魔
さ
れ
な
い
で
写
生
も
で
き

る
し
、
写
真
に
と
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で

す
。
い
ま
、
私
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ

な
の
で
す
。
事
件
と
は
無
関
係
な
、
ま
ぎ
ら

わ
し
い
も
の
を
全
部
と
り
の
ぞ
い
て
、
真
実

だ
け
が
み
え
る
よ
う
に
す
る
。む
き
だ
し
の
、

無
垢
な
真
実
だ
け
が
―
」
エ
ル
キ
ュ
ー
ル
・

ポ
ア
ロ(

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
『
ナ
イ

ル
に
死
す
』
２
０
０
３
年
、
加
島
祥
造
訳
、

早
川
書
房
、pp.526-527

、
１
９
３
７
年

発
表)

　

私
は
読
書
を
趣
味
と
し
て
い
て
、
年
間

１
５
０
冊
ほ
ど
小
説
を
読
み
ま
す
。
文
芸
作

品
や
時
代
小
説
な
ど
も
読
み
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
が
ミ
ス
テ
リ
ー(

推
理)

小
説
で
す
。

小
説
の
中
で
主
人
公
の
探
偵
や
刑
事
は
、
犯

人
が
残
し
た
証
拠
の
積
み
重
ね
か
ら
犯
人
を

推
理
し
ま
す
。
冒
頭
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
ア

ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
が
生
み
出
し
た
名
探

偵
エ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ポ
ア
ロ
は
、
推
理
の
思

考
を
説
明
す
る
中
で
、
発
掘
調
査
の
方
法
と

の
類
似
点
を
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
推
理
を

導
く
過
程
も
、
発
掘
調
査
や
出
土
し
た
遺
物

で
確
認
し
た
さ
さ
い
な
痕
跡
・
事
実
の
積
み

重
ね
か
ら
、
過
去
の
社
会
や
生
活
を
復
元
す

る
こ
と
を
仕
事
に
す
る
私
た
ち
と
、
似
て
い

る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

小
説
の
世
界
に
は
、
考
古
学
に
関
連
す
る

人
や
遺
跡
が
た
び
た
び
登
場
し
ま
す
。
海
外

で
は
冒
頭
に
引
用
し
た
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
の
著
作
が
有
名
で
す
。「
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ヤ
の
殺
人
」(

１
９
３
６
年)

は
発
掘
調

査
団
の
中
で
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た

短
編
「
エ
ジ
プ
ト
墳
墓
の
謎
」(

１
９
２
４

年)
で
も
、
エ
ジ
プ
ト
の
発
掘
調
査
団
内
で

あ
た
か
も
フ
ァ
ラ
オ
の
呪
い
の
よ
う
に
死
者

が
発
生
し
て
い
く
事
件
を
解
決
し
ま
す
。
小

説
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ド
ラ
マ
版
『
名
探

偵
ポ
ア
ロ
』「
死
と
の
約
束
」(

２
０
０
９

年
、London W

eekend Television)

で

は
、
舞
台
が
シ
リ
ア
の
発
掘
現
場
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
作
品
に
も
考
古
学

者
や
遺
跡
、
考
古
学
用
語
が
た
び
た
び
登
場

し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
が

１
９
３
０
年
に
再
婚
し
た
マ
ッ
ク
ス
・
マ

ロ
ー
ワ
ン
が
14
歳
年
下
の
考
古
学
者
で
、
彼

の
発
掘
調
査(

西
ア
ジ
ア
方
面)

に
同
行
し

て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
は
単
に
同
行
す
る
の
で
は
な

く
、
現
地
に
お
い
て
土
器
の
実
測
・
復
元
や

写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す　
。

写真：左からアガサ・クリスティー・加島祥造訳『ナイルに死す』、石田善彦訳『メソポタミヤの殺人』( ともに早川書房 )、
　　　松本清張『内海の輪』( 光文社文庫 )

◇
小
説
と
考
古
学

　

日
本
で
は
松
本
清
張
の
名
が
第
一
に
挙

が
り
ま
す
。
早
世
の
考
古
学
者
森
本
六
爾

(

１
９
０
３
～
１
９
３
６
年
、
桜
井
市
出
身)

が
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
「
断
碑
」(

１
９
５
４

年)

、
明
石
原
人
と
そ
の
発
見
者
の
直
良
信

夫(

１
９
０
２
～
１
９
８
５)

を
題
材
と
し

た
「
石
の
骨
」(

１
９
５
５
年)

、
須
恵
器

の
器
種
の
一
つ
で
あ
る
𤭯(

は
そ
う)

が
主

題
の
「
笛
壺
」(

１
９
５
５
年)

な
ど
、
多

く
の
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
内
容
に
考
古
学
が
大
き
く
絡
む
ミ
ス
テ

リ
ー
と
し
て
は
「
内
海
の
輪
」(

１
９
６
８

年)

が
代
表
的
で
す
。
主
人
公
は
新
進
気
鋭

の
考
古
学
者
で
、
弥
生
時
代
の
「
高
地
性
遺

跡
」
を
研
究
し
て
い
る
人
物
で
す
。
彼
が
不

◇
ア
ガ
サ･

ク
リ
ス
テ
ィ
ー

◇
松
本
清
張
と
森
本
六
爾

１）

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
か
ら
み
た
考
古
学
の
世
界

特　集

「考古学」
の

楽しみ方
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倫
相
手
を
殺
害
し
、
そ
の
後
の
発
覚
に
怯
え

る
心
の
動
き
を
描
く
、
い
わ
ゆ
る
倒
叙
ミ
ス

テ
リ
ー
で
、
兵
庫
県
の
「
高
地
性
遺
跡
」
や

そ
こ
か
ら
出
土
し
た
「
畿
内
第
三
様
式
土

器
」・「
細
型
銅
剣
」・「
ガ
ラ
ス
釧

く
し
ろ
」
な
ど
の

遺
物
が
登
場
し
、
物
語
に
奥
行
を
与
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
松
本
清
張
は
こ
れ
ら
小
説
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
古
代
史
に
関
す

る
論
説
・
随
筆
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
考
古
学
が
登
場
す
る
日
本
の
ミ

ス
テ
リ
ー
小
説
を
少
し
だ
け
集
め
て
、
表
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
こ
の
表
に
挙
げ
た
小

説
は
、
全
体
か
ら
ご
く
一
部
を
抜
粋
し
た
だ

け
の
も
の
で
す
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
と
内
容

か
ら
は
二
つ
の
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

ひ
と
つ
目
は
、
あ
る
時
期
か
ら
タ
イ
ト

◇
世
相
と
小
説
タ
イ
ト
ル

ル
に
「
邪
馬
台
国
」・「
卑
弥
呼
」
が
含
ま

れ
る
小
説
が
多
く
現
れ
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
起
こ
っ
た

「
邪
馬
台
国
ブ
ー
ム
」
を
反
映
し
た
も
の
で
、

１
９
８
０
年
代
に
も
佐
賀
県
吉
野
ケ
里
遺
跡

の
報
道
発
表
な
ど
が
、
白
熱
し
た
所
在
地
論

争
を
起
こ
し
ま
し
た
。
吉
野
ケ
里
遺
跡
も
報

道
発
表
以
降
、
よ
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
小
説
の
多
く
は
、
探
偵

役
が
犯
罪
事
件
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
邪

馬
台
国
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い

う
よ
う
な
「
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
」 

の
形
態
を

採
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
縄
文
時

代
の
名
の
付
く
小
説
に
は
、
青
森
県
三
内
丸

山
遺
跡
や
土
偶
な
ど
が
よ
く
登
場
し
ま
す
。

　

ふ
た
つ
目
は
、
２
０
０
０
年
代
以
降
に
遺

物
の
「
ね
つ
造
」
を
内
容
に
含
む
小
説
が
現

れ
る
こ
と
で
す
。
２
０
０
０
年
に
発
覚
し
た

「
前
・
中
期
旧
石
器
問
題(

旧
石
器
ね
つ
造

事
件)

」
を
受
け
て
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
で
も「
地
の
塩
」(

２
０
１
４

年
、W

O
W

O
W

)

な
ど
、「
ね
つ
造
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
が
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
上
の
よ
う
に
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
に

描
か
れ
る
考
古
学
の
世
界
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
話
題
と
な
っ
た
事
が
ら
と
大
き
く

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
次
に
小
説
に
描
か
れ
る
考
古
学
の

世
界
は
、
ど
の
よ
う
な
世
界
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
は
ポ
ア
ロ
の
よ
う
に
日
夜
「
灰
色
の

脳
細
胞
」
を
働
か
せ
な
が
ら
、
魅
力
あ
ふ
れ

た
考
古
学
の
世
界
が
、
小
説
に
登
場
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

刊行年 作者名 タイトル 出版社・レーベル

1948 島田一男 古墳殺人事件 自由出版

1969 松本清張 内海の輪 カッパ・ノベルス ( 光文社 )

1974 横溝正史 仮面舞踏会 講談社

高木彬光 邪馬台国の秘密 カッパ・ノベルス ( 光文社 )

1979 島田一男 埴輪の柩―縄文殺人事件 桃源社

1983 阿井渉介 卑弥呼殺人事件 講談社ノベルス

1984 内田康夫 明日香の皇子 角川文庫

1985 島田一男 卑弥呼塚殺人事件 光文社文庫

1986 中津文彦 縄文土偶殺人事件 フタバ・ノベルス ( 双葉社 )

1988 黒川博行 8 号古墳に消えて 文藝春秋

1989 深谷忠記 「邪馬台国の謎」殺人事件 光文社

1995 井沢元彦 卑弥呼伝説　地に降りた神々 実業之日本社

1992 深谷忠記 飛鳥殺人事件 光文社

1996 井沢元彦 魔鏡の女王 読売新聞社

1998 鯨統一郎 邪馬台国はどこですか？ 創元推理文庫

柄刀一 3000 年の密室 原書房

1999 柄刀一 4000 年のアリバイ回廊 光文社

2001 内田康夫 箸墓幻想 ( 浅見光彦シリーズ ) 毎日新聞社

2002 北森鴻 触身仏 ( 蓮杖那智シリーズ ) 新潮社

中津文彦 邪馬台国の殺人 カッパ・ノベルス ( 光文社 )

2009 西村京太郎 吉備 古代の呪い ( 十津川警部シリーズ ) 中央公論新社

2010

吉村達也 卑弥呼の赤い罠 集英社文庫

吉村達也 飛鳥の怨霊の首 集英社文庫

化野燐 考古探偵一法師全シリーズ ( ～ 2012

まで 4 冊 )

角川文庫

2011 北森鴻・浅野里沙子 邪馬台 ( 蓮杖那智シリーズ ) 新潮社

2013 風野真知雄 縄文の家殺人事件 だいわ文庫 ( 大和書房 )

表：考古学関連ミステリー小説一覧

５）

４）

２）

　

大
津
忠
彦
２
０
１
６
「Agatha Christie

著

『M
urder in M

esopotam
ia

』
に
お
け
る
考

古
学
」『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大

学
短
期
大
学
部
紀
要
』
11　

筑
紫
女
学
園
大
学　

pp.89-101

　

犯
人
側
を
主
軸
と
し
て
物
語
が
進
行
す
る
ミ

ス
テ
リ
ー
の
一
ジ
ャ
ン
ル
。
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
で
は

「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
や
「
古
畑
任
三
郎
」
な
ど
が

代
表
的
。

　

松
本
清
張
と
考
古
学
に
つ
い
て
は
、
大
津
忠

彦
氏
が
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

内
容
に
歴
史
上
の
謎
を
解
決
す
る
こ
と
を
含

む
ミ
ス
テ
リ
ー
の
一
ジ
ャ
ン
ル(

例
：
本
能
寺
の

変
の
首
謀
者
は
誰
か
？
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
モ
ア

イ
は
な
ぜ
作
ら
れ
た
の
か
？
な
ど)

。

　

ポ
ア
ロ
が
推
理
途
中
に
よ
く
口
に
す
る
台
詞
。

自
ら
の
脳
細
胞
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
時
に

は
他
人
に
働
か
せ
る
こ
と
を
促
す(

「
ゴ
ル
フ
場

殺
人
事
件
」
な
ど)

。

１）２）３）４）
註

○岡山県生まれ。九州
大 学 大 学 院 人 文 科
学 府 修 士 課 程 修 了。
2012 年橿原考古学研
究所採用

○専門は古墳時代の考
古 学。 主 に 秋 津・ 中
西遺跡などの調査を
担当。

プロフィール

絹
き ぬ は た

畠　歩
あゆむ

調査課　主任技師

５）

３）
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◇橿原考古学研究所では、中国西北大学文化遺産学院と共同して、国際シンポジウム

  

　
開
催
趣
旨

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
端
に
連
な
る
列
島

の
日
本
は
、
古
来
よ
り
大
陸
の
文
化
を
受
け

入
れ
き
ま
し
た
。
こ
と
に
古
墳
時
代
か
ら
奈

良
時
代
に
か
け
て
は
、
韓
半
島
・
中
国
を
門

戸
と
し
て
、
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
的
な
規
模
で
の

文
化
交
流
に
参
画
し
ま
し
た
。
日
本
へ
新
し

く
伝
え
ら
れ
た
文
化
は
、
既
存
の
も
の
と
融

合
し
て
独
自
の
文
化
へ
と
変
容
し
、
そ
の
後

の
日
本
文
化
の
基
層
と
な
り
ま
し
た
。
奈
良

に
残
る
寺
院
や
遺
跡
、
伝
世
し
た
宝
物
や
出

国際シンポジウム『ユーラシアからのまなざし』
　基　調　講　演　＆　総　合　討　論

　1.「シルクロード上の甘粛青海地区先史時代の墓葬」
　　　　　西北大学文化遺産学院 院長・教授 陳  洪  海氏

土
品
、
そ
し
て
宗
教
行
事
等
に
、
い
ま
も
そ

れ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
が
色
濃
く
残
る
奈
良
県
に

は
、
国
内
外
に
向
け
て
、
歴
史
文
化
に
関
す

る
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

東
ア
ジ
ア
世
界
の
文
化
形
成
に
影
響
を
与
え

た
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
規
模
で
の
文
化
交
流
に

目
を
む
け
、
日
本
文
化
の
基
層
に
流
れ
る
国

際
交
流
の
記
憶
を
よ
び
さ
ま
す
、
新
し
い
視

点
を
皆
様
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま

し
た
。

　
西
北
大
学
と
共
同
開
催
の
成
果

　

西
北
大
学
は
、
中
国
陝
西
省
西
安
市
に
あ

る
１
９
０
２
年
創
立
の
総
合
大
学
で
あ
り
、

同
大
学
文
化
遺
産
学
院
は
、
中
国
の
大
学
で

最
大
規
模
の
考
古
学
・
文
化
財
学
部
で
す
。

　

橿
考
研
と
同
大
学
は
、
1
９
９
０
年
か
ら

研
究
協
力
を
始
め
、
橿
考
研
10
人
、
西
北
大

学
7
人
の
研
究
者
の
交
換
研
修
を
お
こ
な

い
、
研
究
協
力
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
背
景
の
も
と
、
２
０
１
４
年
か
ら
両
機

関
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
を
進
め
、
文
化

庁「
平
成
28
年
度
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・

歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」
の
一
部
と
し
て
採

択
さ
れ
、
実
現
し
ま
し
た
。　

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
最
新
の
成
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
の
東

西
文
化
交
流
が
新
石
器
時
代
に
遡
る
こ
と

や
、
東
西
文
化
交
流
に
活
躍
し
た
大だ

い

月げ
っ

氏し

等

の
古
代
民
族
の
実
態
解
明
、
中
国
新
疆
地
域

の
古
代
寺
院
の
調
査
成
果
に
み
る
飛
鳥
時
代

寺
院
の
伽
藍
配
置
の
起
源
、
そ
し
て
ソ
グ
ド

人
が
伝
え
た
古
代
イ
ラ
ン
文
化
の
日
本
に
与

え
た
影
響
等
、内
容
は
多
岐
に
及
び
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
研
究
も
、
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
古

代
文
化
交
流
を
解
き
明
か
す
新
し
い
視
点
で

す
。
橿
考
研
と
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
で

は
、
今
後
も
協
力
し
て
新
し
い
成
果
を
公
開

す
る
場
を
も
つ
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
ま
し
た
。

　2.「シルクロードの仏教寺院遺跡」
　　　　－スバシ仏教寺院遺跡を中心に－
　　　　　西北大学文化遺産学院 教授 冉  万  里氏

　3.「東天山から西天山」
　　　　－古代月氏文化の考古学探索－
　　　　　西北大学文化遺産学院 教授 王  建  新氏

　4.「寧夏のソグド人」
　　　　－固原南郊隋唐期の史氏家族墓－
　　　　　寧夏回族自治区寧夏文物考古研究所  
　　　　　　　　　　　　　　　 副研究員 馬  暁  玲氏

　5.「東アジアのソグド人」
　　　　　奈良県立橿原考古学研究所 所長 菅谷文則氏

　6.「ユーラシアのゾロアスター教」
　　　　　慶応大学言語文化研究所 所員 青木　健氏

を開催しました。1 月 14 日には奈良県社会福祉総合センター大ホールで基調講演
を、また 15 日には橿原考古学研究所講堂で総合討論会を開催しました。

◇延べ 250 名の方が来場され、奈良の歴史の源のひとつであるユーラシア大陸の文
化交流に関する新しい研究成果を聴講されました。

◇本事業は、文化庁「地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業」の一部です。

国際シンポ『ユーラシアからのまなざし』
奈良の遺跡を考える新視点を求めて

トピック
ス

旬な情報を

お届けします
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１月 14日の基調講演（陳洪海氏 /西北大文化遺産学院院長・教授）の様子

１月 14日の質疑（質問に答える冉万里氏 /西北大学文化遺産学院教授）
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大
普
賢
岳
　
→

阿
弥
陀
森
　
→

大
峰
山
　
→ 行

者
還
岳
　
→

小
笹
宿
　
→

笙
ノ
窟
　
→

5

写真 2.　小笹宿

写真 1.　大峰山～行者還岳（弥山より）

大峯奥駈道（2）　大峰山～小笹宿～弥山 シリーズ

奈良の世界遺産

と考古学

第 2  回



。
た
し
ま
れ
さ
証
実
が
と
こ
る
あ
で
場
行
の

へ
岳
還
者
行
ら
か
岳
賢
普
大
▼

　

、
み
進
に
西
南
は
道
駈
奥
ら
か
岳
賢
普
大

弥
勒

ツ
サ
。
す
ま
り
な
と
道
崖
い
し
険
、
め
じ
は

渡
横
を
面
崖
な
峻
急
、
れ
わ
い
と
ビ
ロ
コ
マ

よ
。）
４
真
写
（
す
ま
き
続
が
場
鎖
る
す
り

に
く
や
う

稚

泊
児

束
も
の
た
い
つ
に
場
広
の

た
れ
ら
け
か
に
崖

桟
道

。
す
ま
で
に
上
峯
岩
の
岳
曜
七
、
て

　

梯
子中

途
。）
６
真
写
（
す
ま
り
わ
か
に
ン
ウ
ダ

ま
り
あ
が
所
場
る
す
布
散
の
片
器
恵
須
、
に

い
づ
近
に
第
次
、
が
岳
還
者
行
の
間
樹
。
す

。
す
ま
き
て
え
み
て

橿考研通信　Vol.26

　　

」
点
起
標
程
里
「、
ら
か
堂
本
寺
山
峰
大

る
下
を
面
斜
東
の
頂
山
山
峰
大
、
に
横
を
碑

り
入
に
的
格
本
に
道
駈
奥
い
し
険
く
長
、
と

真
写
（
す
ま

1

る
残
も
在
現
、
先
の
こ
。）

村
山
北

、
は
宿

前
鬼
の
小

坊
仲

津
十
、
と、

で
け
だ
社
神
置
玉
の
山
置
玉
村
川

弥
山
小

。
す
で
人
無
は
屋
小
山
の
他
て
い
除
を
屋

宿
笹
小
▼

　

苔
の
森
の
ラ
ナ
ズ
ミ
・
ナ
ブ
や
ヒ
ウ
ト

約
と
こ
く
行
を
道

30

、
で
り
余
分

小

宿
笹

真
写
（
す
で
着
到
に

2

、
は
宿
笹
小
。）

当

派
山

の
）
院
宝
三
寺
醐
醍
、
山
本
（
験
修

峯

行
修
中

の
跡
坊
宿
の
数
多
、
で
地
拠
根
の

あ
の
銘
年
）
８
６
６
１
（
八
文
寛
、
堂
者
行

る
理
源

年
）
６
９
６
１
（
九
禄
元
、
像
師
大

。
す
ま
り
残
が
ど
な
炉
摩
護
る
あ
の
銘

　

行
、
は
場
水
の
次
の
宿
笹
小
、
に
み
な
ち

者
行
の
東
岳
還
者

雫
水

。
ん
せ
ま
り
あ
で
ま

定
安
、
が
つ
と
ひ
の
由
理
の
さ
難
困
の
駈
奥

。
す
ま
り
あ
に
と
こ
い
な
少
が
場
水
た
し▼

阿

森
陀
弥

ら
か

大

岳
賢
普

へ

　

の
木
倒
風
。
す
ま
り
入
に
森
の
ヒ
ウ
ト
い
深

、
け
抜
を
間

脇
宿

、
に
所
た
め
じ
は
り
下
へ

、
は
ら
か
前
門
。
す
ま
り
あ
が
門
界
結
人
女

。
す
ま
し
岐
分
が
道
る
じ
通
へ
木
柏
村
上
川

　

ま
し
布
散
が
片
器
土
の
世
中
、
は
に
宿
脇

に
間
樹
、
り
な
に
り
登
は
道
ら
か
こ
こ
。
す

は
え
見
が
壁
北
な
大
壮
の
根
尾
東
岳
賢
普
大

。
す
ま
め
じ

経

石
函

小
の
北
、
け
ぬ
を
西
の

道
駈
奥
、
け
開
が
界
視
と
る
え
越
を
岳
賢
普

。
す
ま
み
進
を
原
笹
て
け
向
に
岳
賢
普
大
は

窟
ノ
笙
▼

　

　

の
岳
本
日
、
み
進
を
根
尾
東
の
岳
賢
普
大

で
窟
ノ
笙
が
つ
と
ひ
の
そ
。
す
ま
い
て
し
口

真
写
（
す

3

た
れ
離
ら
か
道
駈
奥
。）

峯
中

の
季
冬
る
あ
で
行
荒
、
り
あ
で
場
行
の

参
籠

。
た
し
ま
れ
わ
な
こ
お
も

西
行

ら
も
露
「
も

ぬ 

は
袖
も
や
は
い

 

と
り
け
れ
濡

 

ば
ず
か
聞

が
か
い

 

し
厳
、
み
詠
と
」
し
ま
ら
か
し
怪

。
す
ま
い
て
え
伝
を
行
い

　

像
王
明
動
不
の
代
時
倉
鎌
、
は
に
窟
ノ
笙

元
地
は
ま
い
。
す
ま
し
来
伝
が
）
定
指
県
（

物
博
立
国
良
奈
、
ら
か
組
瀬
ケ
天
）
財
（
の

の
年
３
９
９
１
。
す
ま
い
て
れ
さ
託
寄
に
館

時
安
平
や
片
破
の
像
同
、
は
で
掘
発
の
窟
同

来
以
代
時
安
平
、
し
土
出
が
物
遺
る
遡
に
代

写真 3.　笙ノ窟

写真 4.　岩壁の鎖場

写真 5.　岩壁の桟道

　

ろ
し
む
け
こ

 

に
窟
ノ
笙

 

て
べ
の
く
し

　
　
　
　

る
残
夜
き
長

 

び
し
も
と
の
法

 

　

空
円

下
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行
者
還
岳
山
頂
へ
は
、
奥
駈
道
か
ら
分
か

れ
て
20
分
程
で
登
頂
で
き
ま
す
。奥
駈
道
は
、

分
岐
点
か
ら
東
に
迂
回
し
、
や
は
り
サ
ツ
マ

コ
ロ
ビ
と
よ
ば
れ
る
急
な
坂
を
一
気
に
下
り

ま
す
。
木
階
段
が
連
続
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
あ
ま
り
に
急
で
す
（
写
真
７
）。
続
い

て
ガ
レ
場
状
の
坂
を
下
り
、
行
者
雫し

ず
く
み
ず
水
で
喉

を
潤
し
、
少
し
歩
く
と
避
難
小
屋
で
す
。
小

屋
の
背
後
に
は
、
行
者
還
岳
の
切
り
立
っ
た

南
壁
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

▽
行
者
還
避
難
小
屋
か
ら
弥
山
へ

　

小
屋
か
ら
、
弥
山
の
東
尾
根
裾
に
あ
る

講こ
ば
せ
の
し
ゅ
く

婆
世
宿
ま
で
は
、
小
さ
く
丸
い
峯
と
平
坦

な
鞍
部
の
繰
り
返
し
で
す
（
写
真
８
）。

　

途
中
の
一
の
垰た

わ

（
写
真
９
）
に
は
平
場
が

の
こ
り
ま
す
。江
戸
時
代
ま
で
は
宿
が
あ
り
、

奥
駈
の
足
を
休
め
る
場
所
で
し
た
。

　

西
に
転
じ
た
奥
駈
道
は
、
石

い
し
や
す
み
の
し
ゅ
く

休
宿
を
越

え
て
弁
天
ノ
森
を
過
ぎ
、
講
婆
世
宿
（
聖

し
ょ
う
ぼ
う宝

宿
）
に
至
り
ま
す
。
元
禄
五
（
１
６
９
２
）

年
銘
の
理
源
大
師
像
（
写
真
10
）
の
南
に
は
、

宿
跡
の
広
い
平
場
が
の
こ
り
ま
す
。

　

講
婆
世
宿
か
ら
弥
山
ま
で
は
、
比
高
差
約

３
０
０
ｍ
の
の
ぼ
り
で
す
。
約
50
分
の
登
坂

で
、
弥
山
山
頂
（
標
高
１
８
９
５
ｍ
・
写
真

11
）に
あ
る
天
河
弁
財
天
奥
宮
に
至
り
ま
す
。

山
頂
な
ら
び
に
周
辺
か
ら
は
、
奈
良
・
平
安

時
代
以
来
の
奉
献
品
等
が
出
土
し
ま
す
。

　

弥
山
よ
り
南
に
一
日
の
深

じ
ん
ぜ
ん
の
し
ゅ
く

仙
宿
ま
で
に

は
、
１
８
０
０
ｍ
級
の
峯
を
い
く
つ
も
越
え

ま
す
。
最
初
の
八
経
ヶ
岳
（
１
９
１
４
．
９

ｍ
・
近
畿
最
高
峰
）
の
背
後
に
、
そ
れ
ら
の

山
々
が
遠
望
で
き
ま
す
（
写
真
12
）。

次
号
（
弥
山
―
深
仙
宿
・
前
鬼
）
に
続
く
。

写真 6.　行者還岳北の奥駈道

写真 9.　一ノ垰写真 10. 講婆世宿の理源大師像

写真 8.　行者還岳南の奥駈道

写真 7.　行者還岳東のサツマコロビ

霧の中に消えていく木階段の連続

心和む山つつじ
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↓

　
↓

頂
山
山
弥

　
↓

岳
賢
普
大

　
↓

写真 12.　八経ヶ岳（左肩に釈迦ヶ岳・仏生嶽、弥山より）

写真 11.　弥山（山頂背後から右手前に続く稜線が大峯奥駈道、八経ヶ岳より）

岳
還
者
行

　
↓

嶽



写真 1. 伝奈良銅鐸 　（左）B 面、（右）A 面

図 1. 文様模式図 、左：B 面、右：A 面

　
　
銅
鐸
を
飾
る
様
々
な
文
様
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
伝
奈
良
（
個
人
蔵
・
橿
考
博
常
設
）

9

ニュース

ホットで

はっとする

発掘成果

伝
奈
良
銅
鐸

　

銅
鐸
は
弥
生
時
代
の
青せ
い
ど
う
き

銅
器
で
あ
り
、
九

州
北
部
か
ら
、
中
部
地
方
ま
で
広
く
分
布
す

る
祭さ

い
き器
で
す
。
銅
鐸
の
年
代
は
、
巨
大
化
に

進
む
時
期
を
目
安
に
し
て
、
大
き
く
二
時
期

に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
古
い
段
階
を
「
聞
く

銅
鐸
」、
新
し
い
段
階
を
「
見
る
銅
鐸
」
と

よ
ん
で
い
ま
す
。

　

伝
大
和
銅
鐸
（
写
真
1
）
は
、
古
い
段
階

の
中
頃
（
外
縁
付
鈕
式
：
吊
り
手
の
外
周
に

縁
飾
り
が
付
い
た
も
の
。
弥
生
中
期
）
の
も

の
で
、
高
さ
約
45
㎝
で
す
。
同
じ
石
の
鋳
型

で
鋳
造
さ
れ
た
兄
弟
銅
鐸
に
、
倭し

と
お
り文
（
淡
路

島
）、恩お

ん
じ智
垣
内
山
（
八
尾
市
）、木
ノ
根
（
津

市
）
銅
鐸
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
称
性
の
破
れ　

　

素
粒
子
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
段
階

の
銅
鐸
は
、
表
裏
の
関
係
に
あ
る
面
に
、
対

称
に
な
ら
な
い
よ
う
に
文
様
を
施
す
、
と
い

う
特
徴
を
も
ち
ま
す
。
伝
奈
良
銅
鐸
は
、
そ

の
典
型
で
す
（
図
1
）。
吊
り
手
は
、
片
面

が
渦う

ず
も
ん文
、
も
う
一
方
の
面
が
カ
エ
ル
で
す
。

身
は
、
A
・
B
面
と
も
に
上
下
２
区
画
に
分

け
、
流

り
ゅ
う
す
い
も
ん

水
文
を
施
し
て
い
ま
す
。
四
つ
の
流

水
文
は
よ
く
似
て
い
ま
す
。
し
か
し
よ
く
見

る
と
、
区
画
の
内
部
で
、
線
の
束
を
反
転
す

る
位
置
が
左
右
に
ず
れ
て
異
な
り
、
４
区
画

相
互
で
異
な
る
流
水
文
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
裾
に
横
に
並
ん
で
鋳
出
さ
れ
て
い
る

の
は
、
A
面
で
は
鹿
（
頭
・
頸
）、
B
面
で

は
魚
で
す
。

▼
流
水
文
の
歴
史

　

流
水
文
は
、水
を
描
い
た
文
様
で
は
な
く
、

縄
文
時
代
末
の
工こ

う
じ
も
ん

字
文
（
図
3
）
と
よ
ば
れ

る
文
様
が
、
複
雑
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
工

字
文
は
、
規
則
的
に

形
の
陰い
ん
こ
く刻
を
お
こ
な

う
こ
と
で
、
間
に
の
こ
る
粘
土
が
一
連
の
線

と
な
り
、折
れ
曲
が
り
な
が
ら
続
く
文
様
で
、

見
栄
え
は
一
本
線
の
流
水
文
で
す
。

　

工
字
文
は
弥
生
時
代
に
引
き
継
が
れ
、
複

線
に
し
て
華
美
に
み
せ
る
努
力
が
払
わ
れ
ま

し
た
。
弥
生
時
代
中
期
に
は
、
複
数
の
線
を

平
行
に
描
く
櫛く

し
ば歯

状
の
施
文
具
（
以
下
、
ク

奈良考古情報 　



写真 2（左）B 面裾の魚、　写真 3（右）B 面吊り手のカエルとオタマジャクシ？

▼
複
雑
化
す
る
流
水
文

　

流
水
文
の
基
本
形
の
ひ
と
つ
は
、
反
転
部

を
横
に
並
べ
、
そ
の
間
々
に
半
段
分
下
げ
た

反
転
部
を
横
に
並
べ
る
横
型
流
水
文
で
す

（
図
4
）。
基
本
形
の
も
う
一
つ
は
、
縦
連
続

の
複
数
個
の
反
転
部
を
、
同
じ
高
さ
で
左
右

端
に
お
き
、
そ
の
間
に
1
個
数
を
減
じ
た
縦

連
続
の
反
転
部
を
、
半
段
分
ず
ら
し
て
お
く

縦
型
流
水
文
で
す
（
図
5
左
）。

　

横
・
縦
型
流
水
文
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

流
水
文
は
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
ま
し

た
。
図
5
右
は
、
横
並
び
の
縦
型
流
水
文
を

上
部
で
結
合
し
た
例
で
あ
り
、
図
6
は
そ
れ

に
手
を
加
え
て
、華
美
に
仕
上
げ
た
例
で
す
。

▽
銅
鐸
文
様
を
読
解
?!

　

伝
奈
良
銅
鐸
の
流
水
文
は
、
図
1
・
6
に

み
る
よ
う
に
、
表
裏
対
称
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
帯
文
様
の
反
転
部
の
配
置
を
細
や
か
に

計
算
し
た
複
合
型
で
す
。
加
え
て
、
吊
り
手

や
裾
に
異
な
る
動
物
を
描
き
、
A
・
B
面
の

文
様
構
成
が
非
対
称
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。

　

銅
鐸
の
文
様
構
成
に
み
る
対
称
性
の
拒
否

は
、
神
聖
な
存
在
（
カ
ミ
）
に
対
す
る
弥
生

人
の
観
念
の
表
現
と
思
わ
れ
る
点
で
、
銅
鐸

が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
祭
器
で
あ
る
か
を
、

知
る
手
が
か
り
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。仮
に
、

カ
エ
ル
・
魚
の
面
が
、
水
（
水
田
）
と
光
の

世
界
と
す
れ
ば
、
渦
文
・
鹿
の
面
は
、
山
野

と
闇
の
世
界
と
読
み
解
け
ま
す
。弥
生
人
は
、

そ
の
非
対
称
な
神
性
が
、
合
一
し
て
銅
鐸
に

宿
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
な
ら
、
銅
鐸
文
様
を
ど
の
よ
う
に

読
み
解
か
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
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図 5（左）縦型流水文、（右）複合型流水文、（線省略）

図 6. 複合型流水文 ( 写真 1 右上部の流水文、線省略）
左右線対称（黄・橙色）、中央は非対称（緑色）

図 3. 工字文（縄文時代晩期）

シ
）
が
登
場
し
、
簡
易
で
複
雑
な
流
水
文
を

描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
流
水
文
の
描
き
方　

　

ク
シ
描
き
流
水
文
の
描
き
方
は
、
比
較
的

簡
単
で
す
（
図
2
）。
初
め
に
、
横
方
向
の

直
線
の
帯
を
、
ク
シ
で
上
下
に
2
帯
以
上
描

き
ま
す
。
次
に
、
工
字
文
の

形
陰い
ん
こ
く刻
と
同

様
の
位
置
を
選
び
、
上
下
の
直
線
の
帯
を
な

で
て
消
し
ま
す
。
次
に
、
な
で
消
し
た
上
下

の
直
線
の
帯
に
対
し
、
ク
シ
を
半
回
転
さ
せ

た
扇
状
の
文
様
を
入
れ
、
つ
な
ぎ
ま
す
。
す

る
と
、
上
段
左
の
直
線
の
帯
は
下
段
左
の
帯

へ
、
上
段
右
の
直
線
の
帯
は
、
下
段
右
の
帯

へ
と
連
続
し
、
流
水
文
に
な
り
ま
す
。　
　

　

既
に
お
気
づ
き
の
よ
う
に
、
流
水
文
の
複

雑
さ
は
、
直
線
の
帯
を
ど
の
よ
う
に
上
下
で

つ
な
ぐ
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
弥

生
人
の
創
意
は
、
多
様
な
流
水
文
を
生
み
だ

し
（
図
4
～
6
）、
デ
ザ
イ
ン
化
が
進
み
、

一
筆
描
き
の
流
水
文
も
現
れ
ま
し
た
。

図 4. 横型流水文（線省略）

⇒
⇒

図 2（下）. 流水文の描き方
1. クシで複数段の直線の帯を描く

2. つなぎ目となる場所をなで消す

3. 扇状の文様でつなぐ
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▽

ラ
ム
な
大
巨
の
代
時
生
弥

　

地図QRコード

　

０
０
５
２
約
（
代
時
生
弥
、
る
が
広
て

ラ
ム
な
き
大
の
）
前
年
０
０
７
１

和
昭
。
す
で
跡
の

11

農
製
木
に
も
と
と
器
土
、
で
掘
発
た
れ
わ
な
こ
お
に
年

時
た
れ
さ
始
開
が
耕
農
稲
水
で
島
列
本
日
が
代
時
生
弥
、
し
土
出
数
多
が
具

。
す
で
跡
遺
た
し
明
証
を
と
こ
る
あ
で
代

　

の
も
本
何
、
は
に
囲
周
の
ラ
ム

大
溝
（
環
濠

を
）

巡

環
。
す
ま
い
て
し
ら

約
は
積
面
の
体
全
ラ
ム
た
め
含
を
分
部
の
濠

42

　

・
器
土
の
く
多、
た
ま
。
す
ま
い
て
れ
さ
掘
発
が
構
遺
い
な
は
に
落
集
の
般
一

多
も
物
遺
な
殊
特
の
ど
な
品
製
土
・
玉
・
器
銅
青
、
て
え
加
に
器
木
・
器
石

約
の
数
土
出
国
全
、
は
器
土
画
絵
け
わ
り
と
。
す
ま
い
て
し
土
出
数

2

の
分

1

「
の
物
建
て
建
階
２
の
一
唯
国
全
、
は
に
か
な
の
器
土
画
絵
の

楼
閣

描
を
」

田
、
て
れ
さ
元
復
に
り
と
ほ
の
池
古
唐
、
は
閣
楼
。
す
ま
り
あ
も
の
も
た
い

　

成
平
、
て
れ
ら
め
認
が
性
要
重
の
物
遺
や
跡
遺
、
は
跡
遺
鍵
・
古
唐

11
年

月
１

27

約
辺
周
の
そ
む
含
を
池
古
唐
、
に
日

10

、
後
の
そ
。
た
し
ま

3

　

保
の
跡
遺
、
ら
か
前
以
定
指
跡
史
ら
か
性
要
重
の
跡
遺
、
は
で
町
本
原
田

和
昭
。
た
し
ま
き
て
め
進
を
み
組
り
取
な
々
様
、
て
い
つ
に
用
活
と
存

63
年

11

に
月

成
平
、
画
計
本
基
備
整
境
環

8
年
3

て
し
そ
、
想
構
本
基
備
整
に
月

成
平

9

、
き
づ
基
に
画
計
本
基
。
た
し
ま
し
定
策
を
画
計
本
基
備
整
は
に
年

成
平

15

成
平
、
計
設
本
基
備
整
に
年

24
年
3

を
計
設
施
実
業
事
備
整
は
に
月

成
平
、
て
し
定
決

26

。
す
ま
い
で
ん
進
に
実
着
が
備
整
設
施
は
ら
か
度
年

　クローズ
アップ

奈良の
史跡

公開活
用

第 2回

田原本町　

地図QRコード

クローズ
アップ

奈良の
史跡

公開活
用

第 2回

田原本町



よ
み
が
え
る
弥
生
の
風
景　
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
整
備
事
業 
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▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

▽
試
験
運
用
の
開
始

生
約
３
０
人
が
、
自
分
の
作
っ
た
弥
生
土
器

の
土
器
焼
き
体
験
を
し
ま
し
た
。

の
建
物
広
場
」・「
弥
生
の
大
環
濠
」
な
ど
の

工
事
を
進
め
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
4
月
予
定
の
史
跡
公
園
の
オ
ー

プ
ン
が
、
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
図
・
写
真
提
供
：
田
原
本
町
教
育
委
員
会
）

（上）生活体験広場、（下）多重環濠エリア

▽
今
後
の
整
備
工
事

　

田
原
本
町
で
は
今
後
、
1
年
後
の
完
成
を

目
指
し
て
、「
遺
構
展
示
情
報
館
」・「
弥
生

　

平
成
27
年
度
工
事
で
、
生
活
体
験
広
場
が

完
成
し
、
史
跡
公
園
の
試
験
運
用
が
平
成
28

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
10
月

13
日
に
は
、
田
原
本
町
立
北
小
学
校
の
６
年

　

唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
は
広
大
な
た
め

に
、
整
備
に
多
く
の
時
間
が
必
要
で
し
た
。

そ
の
間
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
保
存
に
熱
意
の

あ
る
人
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
遺

跡
の
大
切
さ
を
伝
え
、
整
備
後
に
つ
な
が
る

体
験
学
習
会
な
ど
を
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
4
月
10
日
に
結
成
さ
れ
た
「
唐

古
・
鍵
遺
跡
の
保
存
と
活
用
を
支
援
す
る

会
」（
愛
称
「
唐
古
・
鍵
支
援
隊
」）
は
、
唐

古
・
鍵
遺
跡
の
保
存
と
活
用
を
通
じ
て
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
自

発
的
な
意
志
に
よ
っ
て
活
動
を
行
う
組
織
で

す
。
平
成
28
年
3
月
現
在
で
、
73
名
の
会
員

が
い
ま
す
。
会
員
は
、
町
内
の
小
学
校
の
総

合
学
習
活
動
の
支
援
、
も
の
づ
く
り
教
室
、

唐
古
・
鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
遺
跡
の

ガ
イ
ド
、
遺
跡
の
清
掃
活
動
な
ど
、
多
彩
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
整
備
工
事
が
本
格
化
し
た
平
成
27
年

10
月
か
ら
は
、
田
原
本
町
が
「
唐
古
・
鍵
遺

跡
史
跡
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
っ
て
い

ま
す
。
養
成
講
座
に
人
気
が
あ
り
、
第
3
期

生
の
養
成
に
む
け
た
講
座
が
、
既
に
平
成
28

年
度
10
月
14
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。



甕棺の製作実験（左）と、窯で焼成する実験の様子（右）です。窯の奥
に甕棺を入れ、手前に土器を入れる準備をしています。（写真右が筆者）
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○ 1981 年大韓民国全羅南道木浦市生まれ
○全北大学校考古人類学科硯士課程修了
○木浦大学校考古人類学科博士課程単位取得
○ 2012 年度、大韓民国文化財庁国立文化財研究所
に採用。現在、国立羅州文化財研究所学芸研究士。

○研究テーマは、韓国湖南地方の原三国～三国時代
の土器窯からみた、土器の生産と流通体系。

○ 2017 年１月より橿原考古学研究所研修

プロフィール

日韓の古代土器窯を比較して

李
イ ジ ヨ ン

志映 氏
大韓民国　国立羅州文化財研究所

国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
は
、
大
韓
民
国

文
化
財
庁
に
所
属
す
る
文
化
財
の
調
査
・
研

究
専
門
機
関
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
西
南
部
地

方
の
古
代
文
化
と
地
域
文
化
遺
産
を
研
究
す

る
た
め
、
全
羅
南
道
羅
州
市
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
三
国
時
代
、
栄
山
江
流
域
の
こ
の
一

帯
は
、
百
済
と
は
異
な
る
古
代
社
会
が
存
在

し
た
場
所
で
あ
り
、
墳
丘
を
も
つ
古
墳
が
築

造
さ
れ
、
埋
葬
施
設
は
主
に
甕
棺
が
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
甕
棺
は
大
型
の
甕
ど
う
し
を
合

わ
せ
口
に
し
て
、
そ
の
中
に
遺
骸
を
安
置
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
埋
葬
習
俗
は
こ
の
地

域
だ
け
の
独
特
な
文
化
で
す
。
と
く
に
羅
州

新シ
ン
チ
ョ
ン
ニ

村
里
９
号
墳
の
甕
棺
内
か
ら
は
金
銅
冠
、

金
銅
飾
履く

つ

、
装
飾
大
刀
な
ど
の
貴
重
な
遺
物

が
出
土
し
、
栄
山
江
流
域
一
帯
に
、
王
に
次

ぐ
有
力
な
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。

国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
で
は
、
こ
の

よ
う
な
地
域
政
治
勢
力
の
実
体
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
多
様
な
研
究
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、私
が
担
当
す
る「
大

型
甕
棺
の
生
産
と
流
通
の
復
元
研
究
」で
す
。

栄
山
江
流
域
の
大
型
甕
棺
は
、
他
地
域
に
み

ら
れ
な
い
最
大
２
ｍ
に
達
す
る
巨
大
な
も
の

で
、
独
特
な
形
態
を
も
ち
ま
す
。
甕
棺
の
製

作
方
法
に
関
す
る
疑
問
は
、
２
０
０
１
年
に

羅
州
五オ

リ
ャ
ン
ド
ン

良
洞
窯
跡
で
大
型
甕
棺
を
生
産
し
た

窯
跡
が
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
、
少
し
ず
つ
解

消
し
て
い
ま
す
。
窯
は
天
井
と
壁
体
を
も
つ

構
造
で
、
内
部
か
ら
甕
棺
片
が
少
量
出
土
し

ま
し
た
。
生
活
用
の
土
器
を
焼
い
た
窯
と
は

異
な
り
、
天
井
が
高
く
て
床
面
の
傾
斜
が
ゆ

る
い
、
甕
棺
専
用
の
窯
で
し
た
。
２
０
０
７

年
か
ら
は
五
良
洞
窯
跡
の
継
続
的
な
発
掘
を

お
こ
な
い
、
同
時
に
大
型
甕
棺
の
製
作
技
術

を
復
元
す
る
た
め
の
実
験
考
古
学
的
な
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

五
良
洞
窯
跡
で
は
こ
れ
ま
で
計
77
基
の

窯
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
25
基
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
甕
棺
専

門
生
産
集
団
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
甕
棺
の
製
作
技
術
上
の

特
徴
を
観
察
し
、胎
土
の
自
然
科
学
的
分
析
、

現
代
の
甕オ

ン
ギ器
職
人
と
の
協
業
な
ど
に
よ
り
、

甕
棺
製
作
技
術
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
毎
年
甕
棺
の
成
形
か
ら
焼
成
過
程
ま
で

の
製
作
実
験
を
お
こ
な
い
（
写
真
）、
実
験

考
古
学
と
し
て
の
研
究
成
果
を
蓄
積
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
新
石
器
時
代
以
降
の
国
内

甕
棺
資
料
を
体
系
的
に
集
成
し
、
国
外
甕
棺

資
料
と
比
較
研
究
を
お
こ
な
う
た
め
、中
国
・

日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
の
現
地
調
査
に
よ

っ
て
資
料
を
収
集
す
る
な
ど
、
多
様
な
研
究

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
と
橿
考
研
と

の
人
的
な
交
流
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、
日
韓
両
国
の
研
究
者
の
視

野
を
広
げ
る
う
え
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。
私

は
甕
棺
だ
け
で
は
な
く
、
三
国
時
代
の
土
器

の
生
産
と
流
通
に
引
き
続
き
関
心
を
も
ち
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
大

阪
府
陶す

え
む
ら邑
窯
跡
群
を
代
表
と
し
て
多
く
の
土

器
生
産
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

も
と
に
土
器
の
編
年
体
系
が
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
須
恵
器
生
産
導
入
期
は
韓
国

と
の
関
連
性
が
強
く
、
私
は
特
に
こ
の
部
分

に
注
目
し
て
、
両
国
の
土
器
窯
を
比
較
し
そ

の
発
展
様
相
を
検
討
す
る
つ
も
り
で
す
。
あ

わ
せ
て
、
五
良
洞
窯
跡
の
よ
う
な
生
産
遺
跡

の
将
来
的
な
保
存
管
理
・
整
備
案
を
つ
く
る

た
め
、
日
本
の
優
れ
た
先
行
事
例
を
学
び
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
橿
考
研
で
関
連
研
究
資
料
の
収

集
を
し
、
今
回
の
研
修
目
標
に
向
け
て
準
備

す
る
第
一
段
階
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
研
修

が
私
の
研
究
力
量
を
高
め
、
日
韓
土
器
生
産

体
系
の
研
究
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
意
義
深

い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
韓
の
研
究
交
流
の

た
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
両
機
関
の

所
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
の

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
国
立
羅ナ
ジ
ュ州
文
化
財
研
究
所
の
紹
介

◇
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
の
研
修

考
古
学
研
究
交
流
　
東
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア

考
古
学
研
究
交
流
　
東
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア

ひと

あたらしい研究と

出会いをもとめて
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私の考古学の道：中国寧夏から日本橿原まで

○ 1975 年中華人民共和国新疆ウイグル自治区塔
城市生まれ

○吉林大学考古系考古学・博物館学専業（修士課程）
修了

○西北大学文化遺産学院研究生（博士課程）修了
○中国寧夏文物考古研究所副研究員
○研究テーマは、北朝・隋唐期の考古学研究。
○ 2016 年 8 月より橿原考古学研究所研修

プロフィール

馬
マ

暁
シ ャ オ リ ン

玲 氏
中国寧夏回族自治区　寧夏文物考古研究所

一
人
の
考
古
学
を
学
ぶ
者
と
し
て
、
大
学

卒
業
後
の
私
は
、
寧ね

い
か夏
文
物
考
古
研
究
所
の

研
究
員
と
な
り
、
遺
跡
の
調
査
と
保
護
に
従

事
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
こ
こ
数
年
は
、
寧

夏
霊れ

い
ぶ武
の
後
期
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
発
掘
、

西せ
い
か夏
王
陵
６
号
陵
の
発
掘
、
固こ
げ
ん原
南
郊
唐
代

壁
画
墓
の
発
掘
な
ど
、
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
そ
れ
ら

の
遺
跡
を
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

寧
夏
霊
武
の
水す

い
ど
う
こ
う

洞
溝
遺
跡
は
約
１
～

３
万
年
前
の
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
で
、

銀ぎ
ん
せ
ん川
市
東
南
25
㎞
の
黄
河
東
岸
に
位
置
し
ま

す
。
１
９
２
３
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
古
生
物
学

者
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
と
エ
ミ
ー
ル
・
リ
サ
ン

に
よ
り
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
か

ら
現
在
ま
で
、
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
と
中

国
科
学
院
古
脊
椎
動
物
人
類
学
研
究
所
が
合

同
し
て
多
く
の
地
点
の
発
掘
を
行
い
、
大
量

の
石
器
と
動
物
化
石
が
出
土
し
ま
し
た
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
旧
石
器
と
類
似
す
る
形
態
の
石
器

だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
地
点
か
ら
、
華
北

小
石
器
と
よ
ば
れ
る
大
量
の
石
器
・
骨
角
器

お
よ
び
１
万
２
千
年
前
の
典
型
的
な
草
原
細

石
器
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
石
器

に
加
え
、
穿
孔
さ
れ
た
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
殻
、

動
物
骨
片
、
炉
、
灰
燼
層
な
ど
の
遺
物
・
遺

構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
時
の
人
々
の

移
動
や
生
産
力
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
美

意
識
に
つ
い
て
も
重
要
な
手
が
か
り
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
２
～
５
・
７
号
地

点
の
発
掘
に
参
加
し
た
私
は
、
そ
の
成
果
を

『
水
洞
溝
―
２
０
０
３
～
７
年
度
考
古
発
掘

と
研
究
報
告
―
』
と
『
寧
夏
通
史
・
旧
石
器

時
代
』
の
な
か
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

西
夏
王
陵
は
、
寧
夏
の
銀
川
市
西
側
の

賀
蘭
山
山
麓
に
位
置
す
る
西
夏
歴
代
皇
帝
の

陵
墓
群
で
す
。
11
～
13
世
紀
に
築
造
さ
れ
、

現
存
す
る
最
大
規
模
の
西
夏
文
化
の
遺
跡
で

す
。
陵
区
に
は
、
９
基
の
皇
帝
陵
と
２
５
３

基
の
陪
葬
墓
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
７
～
８

年
に
私
は
、
陵
墓
の
保
存
整
備
事
業
の
一
環

で
、
６
号
陵
の
遺
跡
範
囲
確
認
の
発
掘
調
査

に
参
加
し
ま
し
た
。
出
土
し
た
遺
物
に
は
、

大
量
の
建
物
部
材
に
加
え
て
、
漢
文
と
西
夏

文
字
の
碑
片
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
碑
片
の

銘
文
か
ら
、６
号
陵
が
太た

い
そ
う宗
李り
と
く
め
い

徳
明（
９
８
１

～
１
０
３
２
年
）
の
嘉か

り
ょ
う陵
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
発
掘
調
査

報
告
書
で
あ
る
『
西
夏
六
号
陵
』
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
も
そ
の
執
筆
編
集

を
分
担
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

固
原
は
、
漢
代
以
後
、
北
朝
隋
唐
期
を
通

じ
て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
重
要
な
拠
点
都

市
で
し
た
。
20
世
紀
の
80
～
90
年
代
、
固
原

南
郊
か
ら
、
北
周
の
高
官
の
墓
地
、
な
ら
び

に
隋
唐
期
の
ソ
グ
ド
人
の
家
族
墓
地
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
墓
は
、
全
国
重
点

文
物
保
護
単
位
（
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
史

跡
）
に
な
り
、
さ
ら
に
現
在
、
固
原
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
遺
産
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
申
請

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
申
請
作
業
の

な
か
で
、
私
は
２
０
１
４
年
に
新
た
に
発
見

さ
れ
た
唐
代
壁
画
墓
の
発
掘
調
査
と
保
存
修

復
作
業
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

代
壁
画
墓
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
で
す
。
寧

夏
固
原
の
唐
墓
で
は
、
墓
室
北
壁
に
玄
武
が

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
同
様
の
も
の
が
明
日

香
村
の
高
松
塚
古
墳
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、高
松
塚
古
墳
の
女
子
群
像
の
描
き
方
は
、

固
原
ソ
グ
ド
人
の
史
氏
家
族
墓
の
そ
れ
と
類

似
し
て
い
ま
す
。
隋
唐
期
の
長
安
地
域
の
墳

墓
壁
画
の
題
材
は
、
７
～
８
世
紀
に
中
国
の

広
範
に
伝
播
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の

古
墳
壁
画
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
中
日
間
で
は
古
代
か
ら

密
接
な
文
化
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
日
、
私
が
日
本
で
研
修
で
き
る
こ
と

も
、
両
国
間
の
文
化
交
流
が
絶
え
る
こ
と
な

く
続
い
て
き
た
あ
か
し
で
あ
り
、
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

◇
寧
夏
の
近
年
の
考
古
学
成
果

私
は
２
０
１
６
年
８
月
に
来
日
し
、
橿
原

考
古
学
研
究
所
で
研
修
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
目
的
は
、
一
つ
に
は
日
本
考
古
学

の
理
論
と
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
日
本
の
古
墳
時
代
壁
画
墓
の
資

料
を
収
集
し
、
隋
唐
壁
画
墓
と
古
墳
時
代
時

◇
寧
夏
と
奈
良
を
つ
な
ぐ
古
墳
壁
画
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